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熊本信用金庫の仕事体験イベントを通じた地域活性化の取組み 
－「こどもお仕事体験イベント グッジョブ！やるキッズ！」の開催－ 

 
 

➢ 2025年 10月、熊本市中央区新市街アーケード特設会場にて、子どもたちの金融教育と

地元企業の魅力発信を目的とした「こどもお仕事体験イベント グッジョブ！やるキッ

ズ！」が開催された。 

➢ 本イベントは熊本信用金庫と熊本県中小企業家同友会が共同して立ち上げた「くまも

と中小企業魅力発信委員会」が主催しており、同金庫としても共催している。 

➢ 仕事体験だけでなく、信用金庫を介した給料の受取り、給料での買い物の体験も可能

で、社会におけるお金の流れを学ぶこともできるイベントである。 

➢ 今回は第６回目の開催で、共催・後援団体との連携強化や、認知度の向上により、応募

人数 1,662人、参加人数 651人の盛況であった。 

 
 

１．「こどもお仕事体験イベント グッジョブ！やるキッズ！」の開催 

 熊本県熊本市中央区に本店を置く熊本信用金庫（図

表１）は、新市街アーケード特設会場で 2025年 10月

25 日に「こどもお仕事体験イベント グッジョブ！

やるキッズ！」を開催した。本イベントは、人財流出

による地域経済の衰退を危惧していた同金庫職員と

取引先企業の社長が発案したものである。2017 年、

同金庫と（一社）熊本県中小企業家同友会（当該社長

が所属）が共同して主催団体「くまもと中小企業魅力

発信委員会」を立ち上げ、同年に第１回目を開催し、今回は第６回目の開催となった。 

 

２．「こどもお仕事体験イベント グッジョブ！やるキッズ！」の概要 

 本イベントは、熊本県内の中小企業がそれぞれブースを構え、子どもたちに仕事体験の

場を提供するものである。子どもたちは仕事体験をして給料を受け取り、信用金庫に入金

した後に出金して買い物をするという一連の経済活動を疑似体験できる。参加対象は小学

生で、金融教育の機会を提供するとともに、熊本の魅力ある中小企業を子ども、保護者お

よび学校関係者に発信する場となっている。このイベントを通じて、「地域に人財を残す

こと」「中小商店街を活性化すること」を目的としている。 

 運営は、くまもと中小企業魅力発信委員会が担う。出展企業の募集は、同金庫の取引先

（図表１）熊本信用金庫の概要（2024 年度末） 

本 店 所 在 地 熊本県熊本市中央区 

創 立 大正 12 年（1923 年）８月 

預 金 残 高 1,755 億円 

貸 出 金 残 高 1,086 億円 

店 舗 数 16 店舗 

常勤役職員数 164 人 

（備考）信金中央金庫南九州支店作成 
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および同友会会員に対して呼びかけており、参加者の募集は、熊本市 PTA 協議会の協力を

得て、市内全小学校の児童にチラシを配布している。当日の運営は、同金庫職員が入場受

付・入出金ブース・お菓子売り場を担当し、同友会が仕事体験ブースの補助（各ブース１

名）と交通整理を担当した。 

 当初は出展企業および同友会会員から参加料・協力金を徴収して運営していたが、第２

回からは「子どもゆめ基金助成金」の交付を受けている。これにより、当該参加料・協力

金は不要となった。ただ、助成金のみでは賄いきれない運営費は、同金庫と同友会で折半

するほか、各企業の出展にかかる費用は各社が負担している。こうした関係団体・各社の

理念への深い共感が開催の継続を支えている。 

 

３．当日の流れ 

 当日は 23 の企業・団体がブースを出展した。子どもたちは 90 分間、自由にブースを選

択して仕事体験を行った。各回は総入替え制で、全４回実施。参加者は事前申込で当選し

た小学生で、合計 651 人が仕事体験に参加した。熊本信用金庫のブースでは、札勘体験、

紙幣への帯封体験、１億円の重さを体感する企画を実施した。 

 

４．今後の計画など 

本イベントは、新型コロナウイルス感染症の拡大により 2020 年から 2022 年まで開催を

見送っていたが、関係団体・各社の熱意と地域の人々からの支持を背景に再開し、今回で

第６回目の開催に至った。地域社会に溶け込み、地域の人々との一体感の醸成に寄与する

取組みが評価され、同金庫は第 28回信用金庫社会貢献賞（Face to Face賞）を受賞して

いる。 

今後も同金庫は本イベントを継続するとともに、地域の人々と連携しながら、熊本の発

展に向けた取組みを進めていく。 

 

（図表２）当日の様子（左：同金庫出展ブース、中央：入出金ブース、右：お菓子売り場） 

   
（出所）熊本信用金庫 提供 
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